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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
累計期間

第51期

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成25年
３月31日

自平成25年
７月１日
至平成26年
３月31日

自平成24年
７月１日
至平成25年
６月30日

売上高（千円） 11,229,074 11,737,410 14,792,334

経常利益（千円） 326,796 448,038 410,009

四半期（当期）純利益（千円） 226,956 319,399 260,952

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
254,185 308,499 292,612

純資産額（千円） 6,243,588 6,520,314 6,282,016

総資産額（千円） 8,864,501 8,451,676 8,129,803

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
40.41 56.87 46.47

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 70.4 77.1 77.3

　

回次
第51期

第３四半期連結
会計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成25年
１月１日
至平成25年
３月31日

自平成26年
１月１日
至平成26年
３月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△6.74 29.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緊迫感を増すウクライナ情勢や新興国の経済成長の鈍化、４

月以降の消費税率の引き上げによる個人消費の低迷等が懸念されるものの、政府の経済政策や日銀の金融緩和策に

より円安や株高基調が進むなど、景気は緩やかな回復基調で推移しております。

　鶏肉業界におきましては、円安進行等による輸入穀物価格や燃料費の高騰に加え、電気料金の値上げもあったこ

とから、生産コストの上昇が継続しております。また、消費者の節約・低価格志向が続き、消費動向は依然として

厳しい状況が続いております。しかしながら、国内・輸入鶏肉在庫は依然として低水準で推移していること等によ

り、国内鶏肉相場は強含みに推移いたしました。また、消費者の安全・安心に対する関心がより一層高まってお

り、品質管理の更なる強化が求められております。

　こうしたなか、当社グループの業績は、売上高は117億37百万円（前年同四半期比4.5％増）となりました。利益

面につきましては、営業利益３億81百万円（前年同四半期比59.2％増）、経常利益４億48百万円（同37.1％増）と

なり、四半期純利益は３億19百万円（同40.7％増）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①鶏肉関連

　鶏肉関連事業におきましては、鶏肉価格は前期に比べ堅調に推移しておりますが、飼料、燃料価格及び電気料

金に加え物流コスト等が大幅に上昇しており、売上総利益率は引き続き低下しております。増益要因としまして

は、内部の事業運営改善によるものが大きく、特に生産部門と製造部門において生産性の大幅な改善が寄与いた

しました。この結果、売上高は97億25百万円（前年同四半期比7.2％増）、セグメント利益は２億19百万円（同

179.6％増）となりました。

②外食

外食事業におきましては、個人消費の低迷や外食産業の競争激化に伴い販売が伸び悩んだものの、継続的に

コスト削減に努めた結果、売上高は20億12百万円（前年同四半期比6.8％減）、セグメント利益は１億59百万円

（同0.6％増）となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末に比べ以下のとおりとなりました。

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ３億21百万円増加し、84億51百万

円となりました。これは主に、工具、器具及び備品が３億43百万円増加したこと等によるものであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ83百万円増加し、19億31百万円と

なりました。これは主に、未払法人税等が１億９百万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ２億38百万円増加し、65億20百

万円となりました。これは、利益剰余金が２億49百万円増加したこと等によるものであります。　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の金額は、82百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,350,000

計 19,350,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年５月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,617,500 5,617,500

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

（100株）

計 5,617,500 5,617,500 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年１月１

日～　

平成26年３月31日

－ 5,617,500 － 452,370 － 428,340

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式　　　1,400
－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　5,615,700 56,157 －

単元未満株式 　普通株式　　　　400 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 5,617,500 － －

総株主の議決権 － 56,157 －

 

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アクシーズ
鹿児島市草牟田二丁目１

番８号
1,400 － 1,400 0.02

計 － 1,400 － 1,400 0.02

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年７月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 774,676 727,742

受取手形及び売掛金 1,108,038 1,250,436

製品 162,461 255,752

仕掛品 204,259 259,410

原材料及び貯蔵品 595,346 607,930

その他 694,672 347,042

貸倒引当金 △432 △415

流動資産合計 3,539,021 3,447,899

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 347,337 440,847

工具、器具及び備品（純額） 521,941 865,588

土地 2,765,637 2,767,923

その他（純額） 96,714 191,104

有形固定資産合計 3,731,630 4,265,464

無形固定資産 18,668 8,080

投資その他の資産

投資その他の資産 842,789 732,019

貸倒引当金 △2,306 △1,787

投資その他の資産合計 840,483 730,232

固定資産合計 4,590,782 5,003,776

資産合計 8,129,803 8,451,676

負債の部

流動負債

買掛金 384,427 277,383

短期借入金 － 10,000

未払金 934,121 931,980

未払法人税等 31,712 141,256

賞与引当金 － 79,263

その他 106,105 105,785

流動負債合計 1,456,366 1,545,668

固定負債

社債 40,800 40,800

退職給付引当金 193,175 182,298

役員退職慰労引当金 104,718 109,158

その他 52,727 53,435

固定負債合計 391,421 385,693

負債合計 1,847,787 1,931,361
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 452,370 452,370

資本剰余金 428,340 428,340

利益剰余金 5,331,956 5,581,155

自己株式 △1,087 △1,087

株主資本合計 6,211,578 6,460,777

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70,437 59,536

その他の包括利益累計額合計 70,437 59,536

純資産合計 6,282,016 6,520,314

負債純資産合計 8,129,803 8,451,676
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高 11,229,074 11,737,410

売上原価 8,055,948 8,498,395

売上総利益 3,173,126 3,239,015

販売費及び一般管理費 2,933,345 2,857,201

営業利益 239,781 381,813

営業外収益

受取利息 2,317 3,094

受取配当金 2,253 2,383

持分法による投資利益 47,303 3,931

為替差益 11,600 14,750

受取家賃 17,399 20,627

その他 15,015 23,111

営業外収益合計 95,891 67,899

営業外費用

支払利息 5,653 1,426

その他 3,222 247

営業外費用合計 8,875 1,674

経常利益 326,796 448,038

特別利益

固定資産売却益 － 2,976

投資有価証券売却益 － 27,294

補助金収入 － 19,233

受取保険金 56,098 －

特別利益合計 56,098 49,504

特別損失

固定資産除却損 － 3,539

固定資産圧縮損 44,918 19,233

災害による損失 5,384 －

特別損失合計 50,302 22,772

税金等調整前四半期純利益 332,592 474,770

法人税、住民税及び事業税 145,242 195,660

法人税等調整額 △39,605 △40,290

法人税等合計 105,636 155,370

少数株主損益調整前四半期純利益 226,956 319,399

四半期純利益 226,956 319,399

EDINET提出書類

株式会社アクシーズ(E00009)

四半期報告書

10/16



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 226,956 319,399

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27,229 △10,900

その他の包括利益合計 27,229 △10,900

四半期包括利益 254,185 308,499

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 254,185 308,499
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成24年７月１日
至  平成25年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成25年７月１日
至  平成26年３月31日）

減価償却費 197,266千円 249,373千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成25年３月31日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年９月21日

定時株主総会
普通株式 70,200 12.50  平成24年６月30日  平成24年９月24日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成26年３月31日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年９月20日

定時株主総会
普通株式 70,200 12.50  平成25年６月30日  平成25年９月24日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年７月１日 至平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２鶏肉関連 外食 計

売上高      

外部顧客への売上高 9,069,767 2,159,306 11,229,074 － 11,229,074

セグメント間の内部売上高又
は振替高

116 － 116 △116 －

計 9,069,884 2,159,306 11,229,190 △116 11,229,074

セグメント利益 78,556 158,837 237,393 2,387 239,781

（注）１．セグメント利益の調整額2,387千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年７月１日 至平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２鶏肉関連 外食 計

売上高      

外部顧客への売上高 9,725,043 2,012,367 11,737,410 － 11,737,410

セグメント間の内部売上高又
は振替高

232 － 232 △232 －

計 9,725,275 2,012,367 11,737,642 △232 11,737,410

セグメント利益 219,627 159,865 379,492 2,321 381,813

（注）１．セグメント利益の調整額2,321千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成25年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 40円41銭 56円87銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 226,956 319,399

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 226,956 319,399

普通株式の期中平均株式数（株） 5,616,060 5,616,060

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成２６年　５月　２日

株式会社アクシーズ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川畑　秀二　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹之内　髙司　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アク
シーズの平成２５年７月１日から平成２６年６月３０日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２６年１月
１日から平成２６年３月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日ま
で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書
及び注記について四半期レビューを行った。
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
  
監査人の責任  
  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
  
監査人の結論  
  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アクシーズ及び連結子会社の平成２６年３月３１日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
  
利害関係
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
  

以  上
　

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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